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新型クライミングクレーン“JCL055SK”の発売について 

 

株式会社北川鉄工所 

 

弊社は、ビル建設に使用されるクライミングクレーン（商品名「ビルマン」）シリーズの新

機種 JCL055SK を開発し、2014年 12月に初号機を納入することとなりました。 

弊社のビルマンシリーズは、1986年に高自立、広作業半径を特徴とした建設用タワークレ

ーンとして発売以来、納入台数 1600 台を超える大ヒット商品となっております。その中で、

JCL030シリーズの後継機種としてシンプル・軽量・コンパクトをテーマにした小型クライミ

ングクレーン(55ｔmクラス)の新機種を開発しましたのでお知らせします。 

           

＜仕様＞          

 

 

 

 

 

 

＜特徴＞ 

 ・業界初のコラム材マスト(意匠、特許出願中)を採用 

・マストを溶融亜鉛メッキすることで、メンテナンス性をアップ 

・シリンダクライミング方式を採用 

・電気容量は、30kＶＡ 

・４t車での運送が可能 

 

弊社の小型クライミングクレーンは、従来丸いマストを採用しておりましたが、JCL055SK

には運送時などの安全性を考慮し、コラム材マストを採用いたしました。また電気容量の削

減や、ピース数を減らすことにより 4t車での運送を可能にするなどクレーンの生涯必要とさ

れるコストを削減しました。主にマンションの建設現場を中心に使用され、当面は、100 台

の販売を目標にしております。 

弊社は今後も市場のニーズを先取りする高品質で安全なクレーンを提供してまいります。 

＜問合せ先＞  

株式会社北川鉄工所 総務部 総務課 

広島県府中市元町 77-1 〒726-8610  

Tel.(0847)40-0501   Fax.(0847)45-0589 

以上 

１． 定格荷重 ：31ｍ×1.2ｔ、17.8ｍ×2.8ｔ 

２． 最大自立高さ ：35.3ｍ 

３． 旋回フレーム ：後部半径 2.6ｍ、前部半径 1.3ｍ 

４． 駆動 ：オールインバータ方式 

５． 作業半径 ：31m、24.4m、17.8m 


